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   午前10時開会 

○烏野隆生議長 

 ただいまから令和７年第２回岸和田市議

会臨時会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 まず、議員出席状況を事務局長から報告

させます。 

○髙井哲也事務局長 

 本日の議員出席状況を御報告申し上げま

す。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 以上、報告を終わります。 

○烏野隆生議長 

 次に、本日の会議録署名者を会議規則第

81条の規定により、私から14番南議員、15

番井舎議員を指名します。 

 次に、去る４月６日執行の岸和田市長選

挙において当選されました佐野市長から御

挨拶を申し上げたいとの申出がありますの

で、この際、発言を許します。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 発言のお許しを頂きましたので、就任の

御挨拶を申し上げます。 

 まずは、私を市長として選んでいただい

た市民の皆様に心から感謝申し上げます。

重責を担う立場になった今、その期待と責

任の大きさを改めて胸に刻み、市民の皆様

に寄り添う市政運営を行ってまいります。 

 私はこれまで、国会議員秘書として政治

の現場を支え、また郵便局長として、地域

に根差したユニバーサルサービスの現場に

身を置いてまいりました。その経験を礎に、

これからは市政の先頭に立ち、対話と行動

を信条に、開かれた市政を推進してまいり

ます。 

 本臨時会においては、市政の正常化と信

頼回復を進める、その一歩として、通年の

本予算を提案させていただきます。また、

私の公約を推し進める予算を次期定例会に

おいて提案させていただき、併せて私の施

政方針をお伝えいたします。 

 岸和田市は今、市役所庁舎の建て替えや

少子高齢化、地域経済の活性化、子育て支

援、災害への備えなど、喫緊の課題が山積

しています。私はこうした課題一つ一つに

真摯に向き合い、スピード感を持って改革

に取り組みます。特に力を入れたいのは次

の３点です。 

 第１に、市民との対話と共創です。行政

の透明性を高め、現場の声を政策に反映さ

せる市民参加型の市政を進めてまいります。 

 第２に、子育て、教育の充実です。子供

たちが健やかに成長できる環境づくりは、

市の未来そのものです。保育、教育、医療

の連携を強化し、安心して子育てができる

まちを目指します。 

 第３に、スポーツによる地域の活性化で

す。岸和田市をスポーツのまちとして発展

させていきます。市民の健康づくりとして

のスポーツ振興はもちろんのこと、子供か

ら大人までスポーツに親しめる環境を整え

ます。大会の誘致や施設整備にも取り組み

ます。交流人口の拡大と地域の一体感を育

むまちづくりを推進してまいります。 

 今後、議会の皆様との真摯な議論を重ね

ながら、市政運営につきまして、格段の御

指導、御鞭撻を心からお願い申し上げます。 

 結びに、岸和田市の持つ可能性を信じ、

市民の皆様の幸せと誇りあるまちづくりの

ため、誠心誠意、市政に当たることをお誓

い申し上げ、私の所信表明とさせていただ

きます。 

○烏野隆生議長 

 次に、諸般の報告に入ります。 

 まず、岸選管第492号、岸財財第369号、

岸財財第２号、岸教教総第45号、岸農委第

53号、岸財財第８号をもって、議案説明員
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の変更報告があり、御配付のとおりです。 

 なお、この際、このたびの異動に伴う新

任の部長、理事及び課長を事務局長から紹

介させます。 

○髙井哲也事務局長 

 私から、新任部長、理事及び課長を紹介

申し上げます。 

 新内利彦財務部長 

 津田伸一子ども家庭応援部長 

 越智正則下水道河川部長 

 横田智美公営競技事業所長 

 山田潤教育総務部長 

 田中貞行消防長 

 北山明生まちづくり推進部総括理事兼建

設部総括理事 

 玉置栄まちづくり推進部総括理事兼建設

部総括理事 

 庄司野公也総務部人事課長 

 蓮井睦美福祉部介護保険課長 

 松阪正純子ども家庭応援部子育て施設課

長 

 拝崎晋吾子ども家庭応援部こども園推進

課長 

 渡邉光司まちづくり推進部都市計画課長 

 岩﨑稔まちづくり推進部建設指導課長 

 松田浩城公営競技事業所次長 

 西川紀美市民病院事務局医療マネジメン

ト課長 

 宮垣雅美市民病院事務局法人移行準備課

長 

 石井良和学校教育部学校教育課長 

 仲村英二生涯学習部スポーツ振興課長 

 森一規消防本部総務課長 

 小口修平消防本部予防課長 

 西野孝広消防本部救急課長 

 以上でございます。 

○烏野隆生議長 

 次に、岸監第149号令和７年２月分例月出

納検査結果報告（一般会計及び特別会計

分）、岸監第150号令和７年２月分例月出納

検査結果報告（公営企業会計分）、岸監第

10号令和６年度フォローアップ監査結果報

告、岸監第15号令和７年３月分例月出納検

査結果報告（一般会計及び特別会計分）、

以上の４件につきましては、さきに議員各

位へ御配付のとおりです。 

 本各報告につきまして、質疑はありませ

んか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。よって、本各報告

を終わります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○烏野隆生議長 

 これより日程に入ります。 

 日程第１、会期決定についてを議題とし

ます。 

 お諮りします。今期臨時会の会期は本日

から５月16日までの２日間としたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、今期臨

時会の会期は２日間と決定しました。 

○烏野隆生議長 

 次に、日程第２、議案第36号専決処分の

承認を求めるについてを上程します。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 上程いたされました議案第36号について、

提案の理由を御説明申し上げます。 

 議案第36号の専決処分の承認を求めるに

ついては、専決処分第４号の岸和田市市税

条例の一部改正についてでありまして、地

方税法の一部改正に伴い、原動機付自転車

に対して課する種別割の標準税率の区分の
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見直しに伴い、新たに、２輪のもので総排

気量が0.125リットル以下かつ最高出力が

4.0キロワット以下のものが設定されること

から、当該区分及びこれに応じた種別割の

税率を設定するとともに、令和５年４月１

日から令和７年３月31日までの間に実施し

た長寿命化に資する大規模修繕工事により、

法令で定める要件を満たすマンションに係

る固定資産税の減額については、その減額

の適用を受けようとする者以外の所定の者

が必要な書類を提出し、要件を満たす場合

においてもその減額が適用できるとするな

ど、法律と同様の改正をいたしたものであ

ります。 

 本件につきましては、緊急を要するため、

地方自治法第179条第１項の規定により専決

処分の方途を講じましたので、同条第３項

の規定により議会に報告申し上げる次第で

あります。何とぞよろしく御審議の上、御

承認賜りますようお願い申し上げます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの提案理由の説明について、質

疑に入ります。質疑はありませんか。永野

議員。 

○２番 永野紗代議員 

 この際、動議を提出いたします。 

 ただいま議題となっております議案第36

号につきましては、委員会付託を省略し、

本会議において即決されんことを望みます。 

   〔「賛成」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 ただいまお聞きのとおり、永野議員から

委員会付託を省略し即決されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議が成立しました。よって、本動議を直

ちに議題とし、採決します。 

 お諮りします。本動議のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、本動議

のとおり決定し、本会議における質疑を続

行します。 

 他に質疑はありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論に入ります。討論はありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第36号を採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり承認

することに決しまして御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、本件は

原案のとおり承認されました。 

○烏野隆生議長 

 次に、日程第３、議案第37号令和７年度

岸和田市一般会計予算及び日程第４、議案

第38号令和７年度岸和田市病院事業会計予

算の２件を一括上程します。 

 本各件について、提案理由の説明を求め

ます。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 上程いたされました議案第37号及び議案

第38号の２件について、提案の理由を御説

明申し上げます。 

 議案第37号の令和７年度岸和田市一般会

計予算については、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ926億4769万7000円と定め

たいものであります。 

 次に、歳入予算について御説明申し上げ

ます。 

 １款市税には260億9087万8000円、２款地

方譲与税には３億6463万6000円、３款利子
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割交付金には4540万円、４款配当割交付金

には２億2500万円、５款株式等譲渡所得割

交付金には２億3100万円、６款法人事業税

交付金には５億4300万円、７款地方消費税

交付金には44億9900万円、８款ゴルフ場利

用税交付金には4000万円、９款環境性能割

交付金には１億400万円、10款地方特例交付

金には２億1725万4000円、11款地方交付税

には152億円、12款交通安全対策特別交付金

には2300万円、13款分担金及び負担金には

10億962万6000円、14款使用料及び手数料に

は14億1439万3000円、15款国庫支出金には

238億655万6000円、16款府支出金には76億

7542万7000円、17款財産収入には６億8168

万4000円、18款寄附金には７億4110万円、

19款繰入金には40億2072万1000円、20款繰

越金には1000円、21款諸収入には23億1542

万1000円、22款市債には33億9960万円をそ

れぞれ計上するものであります。 

 次に、歳出予算について御説明申し上げ

ます。 

 １款議会費には４億1588万3000円、２款

総務費には80億9998万8000円、３款民生費

には498億3561万8000円、４款衛生費には87

億989万2000円、５款労働費には5684万5000

円、６款農林水産業費には７億2378万9000

円、７款商工費には７億3333万7000円、８

款土木費には65億5081万5000円、９款消防

費には22億3214万1000円、10款教育費には

98億8678万7000円、11款災害復旧費には

1000円、12款公債費には53億883万円、13款

諸支出金には5377万1000円、14款予備費に

は4000万円をそれぞれ計上するものであり

ます。 

 次に、第２表の継続費については、土地

改良施設整備事業の総額及び年割額につい

て、本案のとおりといたしたいためのもの

であります。 

 次に、第３表の債務負担行為については、

セキュリティ統合システム更新ほか10事業

の期間及び限度額について、本案のとおり

といたしたいためのものであります。 

 次に、第４表の地方債については、起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償

還の方法について、本案のとおりといたし

たいためのものであります。 

 議案第38号の令和７年度岸和田市病院事

業会計予算については、業務の予定量を定

め、これに伴う予算については、収益的収

入及び支出において、収入に169億705万

1000円、支出に168億7938万4000円を、資本

的収入及び支出において、収入に９億220万

1000円、支出に19億8819万円を定めるもの

であります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額は、過年度分損益勘定留保資

金等で補塡するものであります。 

 以上２件について一括して提案の理由を

御説明申し上げましたが、よろしく御審議

の上、御議決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの提案理由の説明について、質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。 

 この際、お諮りします。本各件について

は、質疑を終結し、御配付しております議

案付託区分表に基づき、予算常任委員会に

審議を付託したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、本各件

は予算常任委員会に審査を付託することに

決しました。 

○烏野隆生議長 



- 5 - 

 次に、日程第５、議案第39号副市長選任

につき同意を求めるについてを上程します。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。市長。 

   （佐野英利市長登壇） 

○佐野英利市長 

 上程いたされました議案第39号の副市長

選任につき同意を求めるについて、提案の

理由を御説明申し上げます。 

 副市長として藤浪秀樹氏を選任いたした

く、地方自治法第162条の規定により、議会

の同意を賜りたく御提案申し上げた次第で

あります。何とぞ御同意賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○烏野隆生議長 

 ただいまの提案理由の説明について、質

疑に入ります。 

 通告がありますので、発言を許します。 

 高比良議員。 

○５番 高比良正明議員 

 今回は、佐野新市長の初答弁ということ

で、生中継は残念ながらございませんけど

も、傍聴の方も来られておるということで、

市民からも大変御期待があるというふうに

考えております。あえて答弁調整を一切い

たしておりません。ガチンコで答弁を頂き

ますので、よどみなくお答えいただくよう

によろしくお願いいたします。 

 それでは質問に入ります。従前の副市長

は、戎井氏、波積氏と２人続けて農林水産

省現役職員の出向でしたが、それは規模が

一定ある本市であるからこそ派遣されてい

たと認識しています。貝塚市では、私の尊

敬する藤原市長時代、国土交通省からの派

遣副市長を市の規模を超えて招聘していま

したが、酒井市長となってからそれを切ら

れたため、駅北側の高架化要望すら手を下

ろさざるを得なくなり、出原議員らより厳

しく追及され続けている始末です。 

 波積氏は、来年11月に予定されている全

国豊かな海づくり大会大阪大会への貢献も

含め、2024年９月11日の決算常任委員会で

は、「水産庁そのものは、私自身も親元で

ありますので、長官には実はよく会ってい

ます。長官と話をしているのは、大阪府漁

業協同組合連合会がかなり積極的にやって

いるので、その活動についてしっかりと見

て、連携を取るようにという話を受けてい

ますので、私もそういう方向で対応したい

と考えているところでございます」と答弁

し、質問した京西委員も、「波積副市長は

水産庁の長官とダイレクトに話ができる立

場にあるということであれば、もうちょっ

と積極的に入っていって、泉州地域全体を、

この14団体全体を引っ張っていくような姿

を見せることが、本市の位置づけというか、

この地域においてのリーダーとしての形が

明確になると思っているので、ぜひよろし

くお願いします」と期待していたところで

あり、代が変わっても水産庁長官とじっこ

んの仲であるとの点については、私も大会

前に、行政だけではなく、漁連も含めて大

阪湾全体の水産資源についての懇話会立ち

上げなどを提言しようとしていたところで

あり、再就任されないことについて驚いて

おります。 

 本市で、３月末に事務的理由により一旦

辞任した形になりながらも、再指名を予定

し、岸和田市に残留していた波積氏を、そ

のまま関係を断ち切るとは、費用対効果が

悪かったのか、どのような理由があったの

でしょうか。 

 また、天皇も来るような大きな大会の開

催であっても、今後の農水政策においても、

農水省とのパイプを軽んじてよいほど現状

の本市の力はあり余っているということで

しょうか。本市は、現在も国や府から職員

も派遣を受けており、昨年度予算で国や府
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からの収入である依存財源がざっと530億円

強で、61.4％となっているにもかかわらず、

このような独立宣言的人選を行った理由は

何でしょうか。 

○烏野隆生議長 

 市長。 

○佐野英利市長 

 私が公約を進めていく中で、人材として

どの方がいいのか探させていただきました。

その中で、藤浪さんという方が一番私の公

約を進める中で適任ということで副市長に

任命させていただきました。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○烏野隆生議長 

 高比良議員。 

○５番 高比良正明議員 

 ３つ質問したので、３つの質問に本来お

答えいただきたかったわけですけども、公

約を進めるために適任であるというような

ことであれば、てんびんにかけているわけ

ですから、波積氏、つまり農水省では不適

格であるということ、しかも天皇が来るよ

うな大会において農水省の力は要らないよ

と、天皇の力も要らないんだということを

はっきり宣言されたというふうに理解はい

たしておくところですけども、続けて第２

回の質問に入ります。 

 波積氏が岸和田市で待機していたと不知

であったというふうに市長からは聞いてお

ります。ところが、それは理由にはなりま

せん。今回の農水省への泥をかぶせる人事

で、各省庁は本市への態度を硬化するだろ

うという程度は予想の範囲内であり、確信

犯だと受け止めるのは私だけではないでし

ょう。 

 私も各地の選挙応援に行きますが、佐野

事務所では、これまで見たことのない、共

産議員が元国会議員も含めて選挙事務所に

呉越同舟するという光景が見られたように、

自民から共産に至るまで幅広く支持を受け

られるよう、候補者自らが各方面へ頭を下

げに行かれた成果として４万8000票もの、

ここ20年でも飛び抜けた票を得て佐野市長

は当選しています。 

 さきの答弁から、国や府に頼らない地方

交付税不交付団体並みの市政を行うのだと

いうような決意を受け取るとしても、その

損失をも度外視し、副市長を予定調和から

すげ替えてでもやりたいことがおありでし

ょうから、それについて幾つかをロードマ

ップとともにお示しして、国や府と決別す

る特別職人事への宣言をお聞かせください。 

 また、このような人事を市政について素

人である佐野市長が画策したと考えるよう

な者は、少なくとも市役所内にはいないと

推測します。ならば、どのような人物が裏

で動いて、この人事を遂行せざるを得なく

なったのか、陰謀論を止めるためにも真実

をこの場で御説明ください。 

○烏野隆生議長 

 市長。 

○佐野英利市長 

 御質問ありがとうございます。今回の人

事に関することで求めたのが、豊富な行政

経験、そして人脈です。藤浪さんは、昨年

度まで教育総務部長や企画調整部長もされ

ており、職員からの信頼も厚い方でありま

した。また、一時期、大阪府への出向もさ

れていたというふうに聞いております。大

阪府との交流も期待できるというふうに認

識しております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○烏野隆生議長 

 高比良議員。 

○５番 高比良正明議員 

 今の質問についても、農水省職員であっ

た方については、藤浪さんも同じですけど

も、行政経験が定年まで行かれた、それは
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豊富ではないと。農水省の経験は軽んじて

もよい、岸和田市の経験のほうが重たいん

だと。しかも府へ出向しておりますけども、

農水省の職員よりも府の出向のほうが重た

いんだというような、そういう理屈でお聞

かせいただきました。 

 ３回目になりますので、お話だけとなり

ますけども、説明がないまま、このような

不可解な人事から佐野市政がスタートを切

ったことは、誠に憂うべき事態です。それ

でも一旦は佐野市長の答弁が全てだと考え

ざるを得ず、陰謀論などが噴出した場合も

含めて、市長には責任を取っていただき、

３人目の不信任決議を出さずに引退してい

ただけますよう願って質問を終えます。 

○烏野隆生議長 

 以上で通告による質疑は終わりました。 

 他に質疑はありませんか。友永議員。 

○16番 友永修議員 

 この際、動議を提出いたします。 

 ただいま議題となっております議案第39

号につきましては、委員会付託を省略し、

本会議において即決されんことを望みます。 

   〔「賛成」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 ただいまお聞きのとおり、友永議員から

委員会付託を省略し即決されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議が成立しました。よって、本動議を直

ちに議題とし、採決します。 

 お諮りします。本動議のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、本動議

のとおり決定し、本会議における質疑を続

行します。 

 他に質疑はありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論に入ります。 

 通告がありますので、発言を許します。 

 高比良議員。 

   （５番 高比良正明議員登壇） 

○５番 高比良正明議員 

 おはようございます。高比良正明です。

賛成討論を行います。 

 藤浪副市長候補は、私も待ち望んでいた

方であり、全ての特別職を市役所出身者に

就任いただくべきだとは、何年にもわたっ

て私が公言してきた手放しで喜ぶべき人事

であると初めに申し上げておきます。しか

し、せっかくつないだ省庁とのパイプを寸

断してまで今それを行えば、将来禍根を残

すと懸念して質疑を行いました。大下教育

長におかれましても、まだまだ私と真剣で

斬り合うべき場面が残されていますので、

私が○○○○○○（６文字削除）まで、ぜ

ひ残留をお願いいたしておきます。 

 さて、私の敬愛する千代松泉佐野市長は、

ふるさと納税について、2019年５月に、制

度趣旨に反する方法で多額の寄附金を集め

たとして同市などを制度から除外するとい

う総務省の挑発に対して、正面からけんか

を買い、2020年６月に、最高裁で国の違法

性を認められ、勝利しました。今回の佐野

市長の英断は、それ以上に、2024年９月か

ら施行されている、大規模災害や感染症の

大流行などの非常事態に国が地方に対応を

指示できるようにする改正地方自治法に真

っ向からあらがった、市民も議会も大変心

強く勇気づけられるものです。 

 2000年に国と地方の関係は対等と位置づ

けられて施行された地方分権一括法の法理

をもって、国家に対して、学び直せ、そし

て、法の趣旨を曲解したことに対して、岸

和田市に謝罪し、ひれ伏せとの心意気を就
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任早々より見せ、市長が率先して行った誇

り高き宣言と受け取りました。 

 私も保守本流の政治家として、国家が世

界史上、人民に対して幸いをもたらしたこ

となど何一つない災禍厄災の生成装置でし

かないがゆえに、国家に対して地方自治体

として、また、岸和田市民、議員としての

矜持を、永田町、霞が関を吹き飛ばして誇

示するとの所信表明でも国や府との連携の

話は一切なかった。そして質疑でも、国に

対しては軽んじられた佐野市長による市民

本位の姿勢を拍手喝采で迎えたいと考えて

おりますし、議会も同じ気持ちであること

は十分に伝わっております。 

 まだハネムーン期間であり、市長には、

ビバ佐野、アリバ岸和田と聞こえ続けてい

るのでしょうが、今後とも、岸和田市は韓

国の光州事件、台湾の二・二八事件、中国

の四・一二事件、チリの九・一一事件、そ

して日本の三・一五事件のような国家によ

る弾圧に対して、佐野市政は断固闘うのだ

という固い決意を市長の答弁より存分に受

け止め、大いに賛成し、討論を終わります。 

○烏野隆生議長 

 以上で通告による討論が終わりました。 

 他に討論はありませんか。 

   〔「なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第39号を採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり同意

することに決しまして御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

○烏野隆生議長 

 御異議なしと認めます。よって、本件は

原案のとおり同意されました。 

 ただいま副市長の選任に同意されました

藤浪秀樹さんから御挨拶を申し上げたいと

の申出がありますので、この際、発言を許

します。 

   （藤浪秀樹さん演壇脇に歩み寄る） 

○藤浪秀樹さん 

 議長から発言のお許しを頂きましたので、

お礼の御挨拶をさせていただきます。 

 ただいま、私の副市長選任につきまして

御同意いただきました藤浪秀樹でございま

す。どうもありがとうございます。もとよ

り微力ではございますが、佐野市長の補佐

役といたしまして、私が生まれ育ったこの

大好きな岸和田市のために、また岸和田市

民の皆様のために精いっぱい努力させてい

ただきたいと考えてございます。 

 議員皆様方におかれましては、何とぞ御

指導、御鞭撻のほどよろしくお願い申し上

げます。本日はどうもありがとうございま

した。 

○烏野隆生議長 

 討論における高比良議員の発言について、

不穏当と思われる部分がありますので、後

日、会議録を精査し、必要な措置を講ずる

こととします。 

 本日はこれをもちまして散会します。 

   午前10時37分散会 


